
「文化芸術白書」の刊行にあたって 

 

文化芸術は、人々の心に潤いと感動をもたらし、世

代や地域を越えて人と人とをつなぐ力を有していま

す。また、先人から受け継いだ文化は、地域への誇り

や愛着を育み、活力ある地域づくりを支える貴重な財

産でもあります。 

このため、私は、文化芸術の振興に関する基本的な

指針となる「やまぐち文化芸術振興プラン」に沿って、心豊かで活力ある地

域を育むやまぐちの文化力の創造を基本理念として、文化観光を推進すると

ともに、文化芸術を担う人材の育成や、県民誰もが文化芸術に親しめる環境

の整備を積極的に進めています。 

昨年度は、国宝瑠璃光寺五重塔や名勝錦帯橋を核とした、新たな観光コン

テンツや「周遊コース」を開発するとともに、県内６か所の文化財を「保存」

と「活用」を両立した新たな観光素材として磨き上げました。 

そして、今年度は、これらの開発した観光コンテンツを国内最大級の観光

キャンペーン「山口デスティネーションキャンペーン」で提供することで、

本県の文化芸術の魅力を発信するとともに、地域の周遊促進や交流の拡大に

取り組むこととしています。 

この白書は、山口県文化芸術振興条例に基づく年次報告書であり、令和７

年度に実施した施策や令和８年度の計画等を取りまとめたものです。本書を

通じて、県民の皆様に文化芸術に関する理解と関心を一層深めていただき、

より多くの皆様が充実した文化芸術活動を楽しみ、実践していただけること

を心より願っています。 

令和８年(2026年)１０月 

 


